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Ⅷ 神奈川大学における教員免許更新講習の取 り組み
- ｢教員が学びあうコミュニティ｣の展望-










































































































































































































































講習テーマ 定 員 参加者数
教育の最新事情 100 93
地理学の最新動向と横浜市内の巡検 30 5
歴史研究の新潮流-民具 .絵画資料の分析体験と古文書補修の実習 25 6
地方分権時代における現状と課題 40 開講せず
文様 .形描画ソフトを用いた教材作成一花や文様をプログラムで作成する 30 14
英語科 ｢コミュニケーション能力育成のための授業設計と指導｣ 40 25
保健体育教員のための ｢学校事故をめぐる支援と対応｣ 40 12
生徒指導一子どもの問題行動､知る .話す .考える 30 26
｢生物 .化学｣の魅力を伝えるための実験 .観察技術 30 15
数学的な活動の指導について-具体的な教材に重点を置いて考究する 50 12
物理の基本的概念や実験的手段のリフレッシュおよび最先端物理学 50 6





























































































































































































｢教育内容の充実に関するもの｣12講座は,各学部 (法学部 ･経済学部 ･外国語学部 ･人間




















































1.テーマ :教職生活をふ り返 り,教育の最新事情を学ぶ
(∋ ｢教育の最新事情｣については,4つの項目について扱わなければならないことになって
います｡その中の 1つに ｢教職についての省察｣という項 目があり,本講習では,その項
目について,参加者が ｢自分の教職生活のふ り返 り｣を5-6人のグループの中で語 り,
それを聴き合うという方法 (｢ラウンドテーブル｣と名付けました)ですすめます｡
(夢その他の3つの項目 ｢教育政策の動向理解｣｢学校内外の連携協力｣｢子どもの変化の理解｣
と ｢教職についての省察｣の中の細 目 ｢学校を巡る状況変化｣については,講義を聴き,
それについてグループで話 し合ったのち,各自の考察を書 くというすすめ方をします｡















Ⅲ (13:00-14:10)ラウンドテーブル3 ⑤ 13:00-13:35
@13:35114:10
(14:10-14:30)ラウンドテーブルのふり返り























講義3 ｢学校内外の連携協力｣- 両角英之 (横浜市立岸谷小学校長)
講義4 ｢子どもの変化の理解｣- 古屋喜美代 (神奈川大学人間科学部)
グループ支援者- (専任教員) 岩淳啓子 ･大西勝也 ･荻野佳代子
(非常勤講師)関 範夫 ･小林一彦 ･石川勇喜 ･本間利夫 ･
高橋和男 ･鈴木 浩 ･小藤俊樹 (学外協力者)
(卒業生教員)津田敏志 ･渡辺一郎 ･飯田 薫 ･千田晴久 ･
成島 烈 ･吉川 純 ･田中すみ子
4.事前の準備について



























































































































































































































































































以上のようなグループ支援者の ｢ふ り返 り｣













ミュニティ｣に変えてい く ｢教員研修のあ り
方｣をシステムとして追究 してい くことである｡
私は,今回の教員免許更新講習の経験を通 して,











































































































































































































渡 連 一 郎
先B,教員免許更新講習に関わらせていただきました｡多くの参加者の先生方から沢山の意見を
お伺いし,エネルギーを頂きました｡免許更新講習の是非は別として,教科指導 ･生徒指導 ･部活



































































































































































高 橋 和 男
今臥 神奈川大学における教員免許状更新講習の講習支援者として参加 し,グループ討議にかか
わる中で,あらためて ｢教員生活の振り返り｣の大切さを痛感した｡
私の担当したグループ (5名)の各所属校は,公立高校 2,公立中学校 1,公立小学校 1,私立
中高校 1であった｡また,経験年数を見ると10年次研修2,20年次研修 1,30年次研修 2と多様
であり,それぞれの経験や立場に立っての意見交換や,各自の振り返りが報告された｡






































































































を知 り,自分の肩に重 くのっていたものが随分軽 くなりました｡誰もが苦労を経ていることを理解
できると心が開かれ,一人ではないことに気づきうまく先生方と連携できそうな気持ちになりま
す｡｣と感想を述べていました｡
受講者の ｢分かった｣こと-の喜びが直に伝わってきた久々の新鮮な体験は,教職課程における
学生教育に如何に生かしていくかがこれからの私の課題であると思いました｡
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グループディスカッションの記録
荻野佳代子
グループディスカッションはまず,各先生方が ｢教職生活の振 り返り｣について話をされ,その
後自由にディスカッションをする形で進められた｡私達のグループで特に話題となったのは,｢現
在の課題｣として挙がった,観点別評価や二期制の導入など新しいシステムを現場で導入,運用す
るうえでの困難や疑問点についてであった｡先生方はこれらについて共感したり,困難に対処する
上での具体的な工夫を紹介しあったりしていた｡特に先生方は校種や担当教科がそれぞれ異なるた
め,ある先生が疑問に感じていることに対し,他の先生は ｢(その場に適した)直接的な問題解決
法｣とは異なる,少し違った角度からの話をされることになる｡このことが先生方にとっては逆に
新鮮であり,問題意識を共有するだけでなく,さらには問題を傭撤して ｢教育とは｣｢教員のあり
方とは｣といった,より根源的な問題を考える契機にもなっていたように思われた｡
ディスカッションを伺っていて私が感じたことは,先生方にとっては日々の,一見ささいな出来
事や問題に関する情報を交換できる場が実は大切なのではないか,ということである｡｢こういう
時どうしたらよいのだろう｣という疑問は特に新 しい仕事や場面では必ずあると思うが,普段は
｢忙しい他の先生の時間を割いて 『相談』するほどでもないし｣などと胸にしまっておくことが多
いのではないだろうか｡今回は,それを気兼ねなく出しあえたことが,先生方にとって個々の問題
解決にとどまらない意味を持ち,後に ｢自由に話ができてよかった｣,｢校種や担当教科が違っても
違和感なく話ができた｣と振り返られていたことにつながるように感じた｡
一方私は当初 ｢教職生活の振り返り｣の後は,各先生方が時間軸 (ライフスパン)でキャリアを
見渡しての話し合いになるかと考えていたが,実際この話題は少なかった｡それには,グループ支
援者である私に教職経験がないことを含め,私の力量不足によるものではなかったか,反省をして
いる｡もしそうした話し合いになった場合には,出された論点を整理し,論点別に議論を深めるこ
ともできたであろう｡例えば私達のグループには,育児 ･介護との両立を経験されている方が多 く,
この点に絞るという方法もあったと思われる｡ただし,論点別に議論を深める時には,それに関心
のある者同士,あるいは同じ年代同士など,グループを組み替えて議論をするとより効果的かもし
れない｡
今臥 私にとっては現場の先生方の経験をお伺いする貴重な機会となった｡ディスカッションの
中ではコーディネーター役をしつつ,一方大学生と向き合う教員として話に参加 したい,しようと
する自分がいた｡グループの先生方には,支援者である私にも,教育について考え成長する機会を
与えて頂いたことを心より感謝している｡
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